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一、特別定額給付金の支給基準日（４月２７日）以降に生まれた新生児に１０万円支給 

一、持続化給付金の対象とならない令和２年 1月以前に開業した事業者で、感染症により減収してい

る事業者支援 

一、医療・介護・障がい者・保育・放課後児童保育室従事者に慰労金を支給 

一、一人暮らし高齢者に「見守りクーポン」とマスクを直接訪問・配布 

一、後期高齢者に傷病見舞金を支給（傷病手当金対象外の方） 

一、未就学児を含め児童・生徒に図書カード配布 

一、児童・生徒に１人１台の端末整備を加速 

一、小・中学校給食費の２か月分を無料化 

一、低所得者の上・下水道料金を減額 

一、にいざほっとぷらざ（生涯学習センター図書室）に書籍消毒機を設置 

一、避難所敷地内に段ボール間仕切り等資機材を収納する倉庫の新設及び大容量の電源の確保 

一、避難所敷地内の屋外トイレを多目的トイレに改修 
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コロナ対策第３弾要望書提出！ 

皆様の真心で矢倉かつお７月２１日投開票の参議院選挙で２期目の当選を果たすことができました。 

 

市民の声が実現！ 

石神１－９横断歩道の移設が決定！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちの安全確保の為、石神１－９（セブンイレブン石神店近く）の横断歩道の移設の声があがっていました。

令和元年６月議会で提案し、今定例会で４回目の質問となりました。石神１－９の横断歩道は道がカーブしていて、

見通しが悪く、カーブミラーで左右が確認できる位置に横断歩道を移設できないかとの内容でした。 

一般質問を続ける中で安藤ともき県会議員と共に地域の方々の声を聴いたり、現場調査を行い、いかに危険かを

県と市に訴えていました。県もいかに危険かを掌握し、安全確保の為に来年３月末までに移設するとの方針を打ち

出し、新座市議会６月定例会で市長答弁により、「来年３月末までに移設工事を実施との答弁を引き出すことができ

ました。又一つ、新座市に子どもたちの安全安心が増えます。 

 

 
インフォメーションコーナー 

大雨での床上浸水の場合は、新座市で被災住宅復旧修繕工事補助制度が使えます。 

対象は浸水被害の復旧修繕を目的とした工事で、消費税を含む総額が５０万円以上のもの 

補助額は１０万円が限度です。 

期限は申請があった年度末までに完了報告書の提出が必要です。 

お問い合わせは市役所建築開発課  連絡先 4０４８－４７７－４５１９です。 

 

公明党新座市議団は６月１５日、並木市長に提出しました！ 


